
 

 

シネマエール東北～東北に映画を届けよう！プロジェクト 

6 年間の記録 
 

(1) 上映回数、上映会場数（2011-2016） 

上映回数       

 岩手県 宮城県 福島県 山形県 その他 計 

2011 114 55 33 9 1 212 

2012  99 45 15 2 0 161 

2013  63 18 17 0 0 98 

2014  43 30 8 1 0 82 

2015  36 24 6 0 1 67 

2016    31   16     6      0     0     53 

合計 386 188 85 12 2 673 回 

           

(2) 参加者数（2011-2016）      

 岩手県  宮城県  福島県  山形県  その他  

2011 3,078  2,350  1,429  283  34 7,174 

2012 2,939  3,307  1,422   37  7,705 

2013 2,512  2,674  1,020            6,206 

2014 1,555  3629   833   11   5,908 

2015   1,796   1,875    782              4,453 

2016   1,232   1,783    675              3,690 

合計   13,112  15,618  6,161  331  34   35,256 人 

       

(3) 上映会開催市町村 43 市町村（2011-2016） 

岩手県： 一関市、岩泉町、大槌町、大船渡市、釜石市、住田町、田野畑村、野田村、洋野町、普代村、宮古市、

山田町、陸前高田市 

宮城県： 石巻市、岩沼市、女川町、気仙沼市、蔵王町、塩竈市、仙台市、多賀城市、名取市、東松島市、南三

陸町、山元町、亘理町     

福島県： 会津美里町、会津若松市、いわき市、大熊町、郡山市、相馬市、伊達市、二本松市、福島市、南相馬

市、三春町     

山形県： 山形市、南陽市、飯豊町、米沢市      

青森県： 八戸市、弘前市     

 

岩手県では、震災後も“三陸唯一の映画館”として営業を続けてきた「みやこシネマリーン」が

2016年 9 月末で閉館することとなりましたが、「シネマリーン」を運営してきた、シネマエール

東北の岩手県の担い手でもある「みやこ映画生協」は引き続き、活発に活動を続けています。 

2016年 12月には第 5回みやこほっこり映画祭を開催、宮古市の中心部に古い蔵をリノベーショ



ンした新しい上映の拠点「シネマデアエル」もできました（H28復興庁「心の復興事業」みんなでつ

くるコミュニティシアター～みらい座～）。 

「みやこシネマリーン」は、現在も上映会場として使える状態にあり、毎月、みやこ映画生協に

よる上映会が行われています。 

釜石市に2015年末にできた「釜石 PIT」では、2016年度からは毎月「釜石PIT映画上映会CINEPIT」

が行われ、最近では毎回、多くの観客を集めています。ここには、「みやこシネマリーン」で使

われていたデジタルプロジェクタ―（DLP）が移設され、新しい映画を最新の機材で上映できる

ようになりました。2016 年 8 月には、ここを会場に「釜石てっぱん映画祭」が開催され、永瀬

正敏さんらをゲストに迎え、多くの観客でにぎわいました 

また、釜石市では 2013年より自主上映団体「釜石シネクラブ」が活動をスタート（共催・支援：

カリタス釜石）、復興公営住宅の中にある中妻町公民館を中心に定期的に上映会を行っています。

“お茶っこ”などと併せて開催される上映会は、地域のコミュニティ作りの場ともなり、好評を

得ています。 

岩泉町、大槌町でも、みやこ映画生協の協力のもと、様々な支援を得て、地域の人たちによる上

映会が定期的に開催されるようになりました。岩手県北部ではみやこ映画生協のきめ細かな上映

活動により、自治体等の支援も得て、着実に上映者が育ちつつあります。 

 

宮城県の沿岸部には、最北の気仙沼市から福島県境の山元町に至るまで、映画館のない市町村が

数多くあります（石巻市の内陸にある「イオンシネマ」と成人映画館「日活パール座」のみ）。シネマ

エール東北では、沿岸部最大の市であり、かつて 6つの映画館があった石巻市の中心市街地に新

しい映画の場所をつくろうと、2012年に ISHINOMAKI2.0 と共同で上映団体「ISHINOMAKI 金曜映

画館」を立ち上げ、2016年度も 8回の上映会を開催しました。新しい上映スペース「IRORI石巻」

もでき、のべ参加者数は 1000 人を越え、毎回上映会を楽しみにしてくれる人も増えています。

一方で、予算やスタッフの確保など上映を継続していくための課題も見えてきました。 

東松島市では二反走地区にできた復興公営住宅集会所などで、「二反走シアター」（H28復興庁「心

の復興事業」みんなでつくるコミュニティシアター～みらい座～）が 3回開催されました。 

気仙沼市にある 4つの児童館では 2012 年以来、各館で年に 1 回、上映会を開催しています。 

沿岸部の公共ホールでの興行者による移動上映会も震災後は長く途絶えていましたが、2015 年

頃からは気仙沼市民会館等の再開した公共ホールで大規模に行われるようになっています。 

 

福島県では、南相馬市「朝日座」で、朝日座を楽しむ会と共催で、日本アカデミー賞最優秀賞受

賞作品上映会（『バケモノの子』『アメリカン・スナイパー』）を開催しました。 

また、南相馬市、相馬市、会津若松市で、ポケモン映画の上映会を開催（主催：株式会社ポケモン）、

多くの子どもたちに映画を楽しんでもらうことができました。 

伊達市梁川小学校では、2012 年以来、毎年、「夏休み上映会」を実施してきました。2016 年は新

しくなった校舎で、梁川小学校 PTA との共催で「ワンピース THE MOVIE エピソード オブ チョ

ッパー プラス冬に咲く、奇跡の桜」を上映しました。ここでは、10月にも映画の上映とワーク

ショップが開催され、多くの子どもたちに参加してもらうことができました。（H28 復興庁「心の

復興事業」みんなでつくるコミュニティシアター～みらい座～） 

 

  



（4） 2016年度の上映作品 

1. 日本映画新作・近作     

映画ドラえもん 新・のび太の日本誕生 2016 八鍬新之介 東宝 

うつくしいひと（熊本支援チャリティ上映） 2016 行定勲 くまもと映画製作委員会 

煙突と映画館 2016 立木祥一郎 コミュニティシネマセンター 

あん 2015 河瀬直美 エレファントハウス 

ベトナムの風に吹かれて 2015 大森一樹 アルゴピクチャーズ 

WOOD JOB！～神去なあなあ日常～ 2014 矢口史靖 東宝 

女たちの都 ワッゲンオッゲン 2013 禱映 新日本映画社 

ちいさいおうち 2013 山田洋次 松竹 

ASAHIZA 人間は、どこへ行く 2012 藤井光 コミュニティシネマセンター 

ポケモン・ザ・ムービーXY&Z ボルケニオンと機巧のマギアナ 2016 湯山邦彦 東宝/ポケモン 

海街 diary 2015 是枝裕和 東宝 ※日本アカデミー賞最優秀作品賞 

バケモノの子 2015  細田守 東宝 ※日本アカデミー賞最優秀アニメーション作品賞 

     

2. 日本映画旧作・クラシック     

野火 1959 市川崑 

ぼんち 1960 市川崑 

伊豆の踊子 1963  西川克己 

馬鹿が戦車でやってくる 1964  山田洋次 

なつかしい風来坊 1964 山田洋次 

東京オリンピック 1965 市川崑 

台風クラブ 1985 相米慎二 

わが人生最悪の時 1994 林海象 

鉄道員 ぽっぽや 1999 降旗康雄 

座頭市 2003 北野武 

タイマグラばあちゃん 2004 澄川嘉彦 

フラガール 2006 李相日 

かもめ食堂 2006 荻上直子  

ワンピース THE MOVIE エピソード オブ チョッパー プラス冬に咲く、奇跡の桜 2008 志水淳児 

日輪の遺産 2011 佐々部清  

市民が撮った 8 ミリフィルムの石巻 20 世紀アーカイブ仙台 

 

3. 外国映画     

アメリカン・スナイパー 2014 クリント・イーストウッド ワーナーブラザース ※日本アカデミー賞最優秀外国作品賞 

ペット 2016 クリス・ルノー 

黄金のアデーレ 名画の帰還 2015 サイモン・カーティス 

ミニオンズ 2015 ピエール・コフィン 

PAN ネバーランド、夢のはじまり 2015 ジョー・ライト 

ニューヨーク 眺めのいい部屋売ります 2014 リチャード・ロンクレイン 

はじまりのうた 2014 ジョン・カーニー 



最高の人生の見つけ方 2007 ロブ・ライナー 

スクール・オブ・ロック 2003 リチャード・リンクレーター 

ひまわり 1970 ヴィットリオ・デシーカ 

ローマの休日 1953 ウィリアム・ワイラー 

 

 

 

三陸映画上映ネットワークプロジェクト（シネマエール東北 2016-2017） 

 

主催： 一般社団法人コミュニティシネマセンター 

岩手県：みやこ映画生協（みやこシネマリーン） 

宮城県：NPO法人20世紀アーカイブ仙台 

福島県：山形国際ドキュメンタリー映画祭/山形県映画センター/フォーラムネットワーク 

 

作品提供（DVD無償提供）：東宝株式会社、東映株式会社 

特別協力：株式会社ポケモン 

支援：芸術文化振興基金 

後援：日本アカデミー賞協会 

協力：せんだいメディアテーク、岩手県興行生活衛生同業組合、生活衛生同業組合宮城県映画協会、福島県興行

生活衛生同業組合 

 

 

 

 

 

 

 

シネマエール東北についてのお問い合わせは・・・ 

コミュニティシネマセンター TEL：050-3535-1573 （岩崎） 

http://cinema-yell-tohoku.com/） 

岩手県での上映 みやこほっこり映画祭、釜石シネクラブ等 

みやこシネマリーン TEL＆FAX：0193-64-5588 （櫛桁） 

宮城県での上映 

20 世紀アーカイブ仙台 TEL: 022-387-0656 （坂本） 

ISHINOMAKI 金曜映画館 

ISHINOMAKI2.0 TEL： 0225-25-4953  

福島県での上映 

  山形県映画センター TEL:  023-641-0343 （宮沢） 

   

 

 


